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宋
音
般
若
心
経
の
テ
キ
ス
ト

註
1

註
2

般
若
波
羅
蜜
多
心
経
の
「
宋
音」
は 、

数
あ
る
般
若
心
経
訳
本
の
う
ち
玄
弊

訳
に
片
仮
名
で
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で 、

他
の
諸
本
と
共
に
異
訳
心
経
と
し
て

お
そ
く
と
も
南
北
朝
時
代
に
は
次
々
と
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
ら
し
い 。
こ

の
字
音
が
当
時
ど
の
程
度
ま
で
実
際
に
調
請
さ
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い

が 、

書
写
の
系
統
は
お
お
む
ね
真
言
な
い
し
天
台
で
あ
っ
た 。

深
遠
無
量
と
い
わ
れ
る
大
般
若
経
の
要
請
を
わ
ず
か
二
百
数
十
字
に
集
約
し

た
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
は 、

顕
密
に
よ
っ
て
解
釈
こ
そ
ち
が
え 、

般
若
心
経
ま

た
は
心
経
と
略
称
さ
れ
て 、
わ
が
国
に
お
い
て
も
古
来
僧
俗
を
問
わ
ず
普
く
尊

信
さ
れ
て
来
た 。

こ
の
珠
玉
の
経
典
が
と
く

奈
良
時
代
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と

は 、
か
の
焼
経
と
し
て
名
高
い
隅
寺
心
経
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る 。

空
海

は
心
経
を
密
教
的
に
解
釈
し
て
般
若
心
経
秘
鍵
二
巻
を
著
し
た
が 、

果
し
て
平

安
朝
初
期
に
は 、

伝
空
海
筆
の
四
体
心
経
を
は
じ
め
鼠
跡
心
経・
震
翰
大
覚
寺

註
3

心
経
等
の
名
蹟
が
残
さ
れ
て
い
る 。
す
で
に
古
代
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
流
布

し
た
心
経
が 、

そ
の
後
も
刊
写
の
対
象
と
し
て
恰
好
の
経
典
と
目
さ
れ
た
こ
と

は 、

そ
の
量
よ
り
見
て
も
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
と
思
わ
れ
る 。

か
く
て 、

本
文
を
異
に
す
る
諸
本
に
党
本
を
も
併
せ
た
異
訳
心
経
も
中
世
以

来
さ
か
ん
に
伝
写
さ
れ
た
が 、

近
世
中
期
に
は
こ
れ
も
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ

た 。

即
ち
宝
暦
十
二
年
(一
七
六
二)

水
戸
沙
門
探
盈
の
後
序
を
付
し
て
翌
々

経

水

高己

久

田

十
四
年
に
上
梓
さ
れ
た
一
本
が
あ
り 、
し
か
も
こ
れ
は
再
刻
本
で
あ
る
か
ら 、

初
刻
は
数
年
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。
と
こ
ろ
が 、

玄
弊
訳
に
ふ
ら

れ
て
い
た
「
宋
音」
の
仮
名
は
永
年
の
転
写
を
経
て
次
第
に
乱
れ 、

宝
暦
頃
に

は
既
に
は
っ
き
り
し
な
い
個
所
も
生
じ
て
い
た
よ
う

で 、

上
梓
の
際
に
開
板
者

は
思
い
切
っ
て
こ
れ
を
削
っ
て
し
ま
っ
た 。
そ
の
問
の
事
情
は 、

刊
本
の
第
二

に
収
め
ら
れ
た
玄
弊
訳
心
経
の
後
記
に

比
本
雄レ
有=
宋
音一
伝
写
久
而
韻
声
不レ
明
故
今
除レ
之

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
ほ
ぽ
察
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

こ
れ
に
つ
い
て 、

有
坂
秀
世
博
士
は
か
つ
て 、
「
本
来
存
し
た
ら
し
い
宋
音

の
記
載
を
削
除
し
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
は 、

学
術
上
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る 。」

と
惜
し
ま
れ
た
が 、

そ
の
後 、

博
士
は
大
阪
の
古
書
擦
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
異

註
4

訳
党
本
般
若
心
経
と
題
す
る
寛
保
元
年
(一
七
四
ニ
の
写
本
を
入
手
さ
れ 、

そ
れ
に
は
玄
弊
訳
に
「
宋
音」
の
仮
名
付
音
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で 、

次
の
よ

う
な一
節
と
と
も
に
追
記
に
全
文
を
紹
介
さ
れ
た
(「
調
経
の
唐
音
に
反
映
し

た
鎌
倉
時
代
の

音
韻
状
態」
雑
誌
「
言
語
研
究」
第
二
号 、
昭
和
十
四 、
四 。

『
国
語

音
韻
史
の
研
究』
同
増
補
新
版
所
収) 。

(
前
略)
か
ね
て
橋
本
先
生
か
ら
七
訳
心
経
の
吉
野
時
代
頃
の
士口
写
本
が

高
野
山
に
在
っ
て 、

そ
の
中
の
一
つ
と
し
て 、

古
い
宋
音
を
記
し
た
も
の

が
含
ま
れ
て
ゐ
る
由
を
承
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が 、

そ
の
後
大
阪
の
古
本

屋
の
目
録
に
出
て
ゐ
た
異
訳
党
本
般
若
心
経
と
い
ふ
も
の
を
試
み
に
註
文
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し
て
見
た
と
こ
ろ 、
こ
れ
は
同
書
の
江
戸
時
代
の
写
本
で
あ
っ
た 。
奥
蓄

に
拠
る
と
此
の
本
も
高
野
山
か
ら
出
て
は
ゐ
る
が 、

橋
本
先
生
の
御
覧
に

な
っ

た
本
と
の
系
統
関
係
は
未
だ
不
明
で
あ
る 。

現
在
高
野
山
に
蔵
せ
ら

れ
て
ゐ
る
本
を 、

是
非
拝
見
し
て
比
較
し
て
見
た
い
も
の
と
思
っ
て
ゐ
る

が 、

未
だ
そ
の
機
会
を
得
て
ゐ
な
い 。
こ
こ
に
は 、

私
の
手
に
入
れ
た
本

の
中
の
玄
弊
訳
の
部
分
と 、

全
体
の
奥
書
と
を
出
し
て 、

御
参
考
に
供
す

る 。
原
本
に
は
朱
点
を
以
て
四
声
並
に
句
読
を
註
し
て
ゐ
る
が 、

今
は
印

刷
の
都
合
上
省
略
し
た 。

ロノ
を
口
に
誤
り 、
イ
を
ク
に
誤
る
な
ど 、

誤
写

た
る
こ
と
の
容
易
に
知
ら
れ
る
も
の
も
有
る
が
す
べ
て
原
の
ま
ま
に
し
て

お
い
た 。
な
ほ 、

校
合
は
皆
も
と
か
ら
有
っ
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
有
坂
本
異
訳
心
経
は
寛
保
元
年
の
写
本
で
あ
る
が 、

そ
の
祖
本
は
奥
蓄

に
よ
る
と

建
治
三
年

ご
二
七
七)
に
小
田
原
中
正
院
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る 。
こ
れ
ら
の
祖
本
や
原
本
の
玄
弊
訳
に
も
既
に
「
宋
音」
が
つ
け
で
あ
っ
た

か
い
な
か 、

確
実
な
こ
と
は
も
と
よ
り

言
え
な
い 。
け
れ
ど
も 、

た
ま
た
ま
わ

た
く
し
は
南
北
朝
時
代
に
書
写
さ
れ
た
異
訳
心
経
(
大
阪
府
高
槻
市
岸
都
武
利

氏
蔵)

を
一
見
し
た
が 、
こ
の
本
で
も
や
は
り

玄
弊
訳
に
は
「
宋
音」
の
振
仮

名
が
施
し
て
あ
り 、

そ
の
伝
来
に
関
し
て
も
同
様
な
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い

た 。
こ
の
岸
部
本
は
表
紙
に

、一
塁
六
本
並

t
少17-

4
主

党
本

主
主
三

と
あ
り 、

奥
書
に
は

此
本ハ
覚
妙
上
人
之
本
也

正
平
十
六
八
月
廿
一

日

伝
領

党
聖

計
八

と
記
さ
れ
て
い
る 。
正
平
十
六
年
ご
三
八
二

は
有
坂
本
の
祖
本
が
写
さ
れ

た
建
治
三
年
(一
二
七
七)
よ
り

下
る
こ
と
百
年
あ
ま
り
で
あ
る 。
し
た
が
っ

て 、

南
北
朝
時
代
に
は
少
く
と
も
「
宋
音」
を
付
し
た
玄
弊
訳
本
を
ふ
く
む
異

訳
心
経
が
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

お
そ
ら
く
有
坂
本
の
「
宋
音」

も 、

若
干
の
誤
写
は
あ
っ
て
も
そ
の
祖
本
や
原
本
の
も
の
を
伝
え
て
い
る
の
で

あ
ろ
う 。
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般
若
心
経
宋
音
の
伝
来

玄
弊
訳
般
若
心
経
に
施
さ
れ
た
「
宋
音」
の
伝
来
に
関
し
て
は 、

有
坂
本
・

岸
部
本
と
も
に
本
来
同一
の
す ~
章
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
相
似
た
識
語
が
添
え
ら

れ
て
い
る 。
次
に
こ
の
両
者
を
示
そ
う 。

此
読
音
寛
治
七
年

限
四
月
之
比
多
峰
妙
楽
寺
住
済
厳
(
巌
イ)

伝
受
之
件

入
者
大
宋
国
福
州
商
密
林
通
相
会
所
伝
授
也
(
有
坂
本)

此
読
音ハ
寛
治
七
年

醗
四
月
之
比
多
武
峯
妙
楽
寺
住
僧
受
済
厳ェ一
伝
受
之

件
人
大
宋
国
福
洲
商
蜜
林
通z
相
会テ
所
伝
受一
也

寛
治
六
年
時
十
月
十
八
日
於
洛
東
清
水
寺
南
室
小
別
当
以
実
菩
房
経
蔵
之

本
書
写
平 レル
経
本
今
所
書
写一
也

(
岸
部
本)

す
な
わ
ち 、
「
宋
音」

の
伝
来
に
関
し
て
は
両
者
ほ
と
ん
ど
同一
の
識
語
が

あ
り 、

別
に
岸
部
本
に
は
玄
弊
訳
心
経
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
書
写
年
代
の
識

語
が
付
さ
れ
て
い
る 。
ま
ず
「
宋
音」
伝
来
に
つ
い
て
の
識
語
を
見
る
と 、

も

と
も
と
同
じ

文
章
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
う
な
ず
け
る 。
も
っ
と
も
両

者
の
問
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
文
字
の
異
同
が
あ
り 、
し
た
が
っ
て
そ
の
文
意
も

有
坂
本
で
は

こ
の
字
音
は 、

寛
治
七
年
(一
O
九
三)

桑
菌
四
月
の
頃 、

多
(
武)

峰

妙
楽
寺
に
住
す
る
済
厳
が
伝
え
受(
授)
け
た
も
の
C

あ
る 。

済
厳
は(
か

つ
て)

大
宋
国
信
州
商
密
林
通
に
会
っ
て
伝
柊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

と
と
れ
る
と
こ
ろ
を 、

岸
部
本
で
は



こ
の
字
音
は 、

寛
治
七
年
発
酋
四
月
の
頃 、

多
武
峰
の
住
僧
某
が
済
厳
よ

り
受
け
た
も
の
で
あ
る 。

済
厳
は
大
宋
国一
裕
州
商
密
林
通
に
会
っ
て
伝
授

さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

と
い
う
よ
う
に
読
め
て 、

住
僧
某
が
一
人
加
わ
っ
て
く
る
が 、

い
ず
れ
に
し
て

も
そ
の
伝
来
は
寛
治
七
年
四
月
以
前
で 、
「
大
宋
国
稿
州
商
密
林
通」
か
ら
「
済

厳」
が
直
接
伝
授
さ
れ
た
と
い
う

文
意
の
大
綱
は
か
わ
ら
な
い

。
こ
の
個
所
の

異
聞
は 、

あ
る
い
は
「
僧
受」
と
「
伝
受」
と
の
字
体
の
類
似
か
ら
生
じ
た
の

か
も
し
れ
な
い 。
い
ず
れ
が
原
文
に
近
レ
か
は
知
る
照
り
で
な
い
が 、

文
・意
の

上
で
問
題
が
な
い
の
で 、

さ
ら
に
心
経
宋
音
の
将
来
者
「
大
宋
国
福
州
商
密
林

逮」
や
伝
承
者
「
済
厳」
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
よ
う
と
思
う 。

な
お
岸
部
本
の
識
語
に
よ
る
と 、

識

語
の
筆
者
が
「
宋立日」
を
仮
名
で
注
記

し
た
玄
弊
訳
本
は 、

丁
度
「
宋
音」
が
語
ら
れ
た
寛
治
七
年
四
月
よ
り
半
年
前

の
寛
治
六
年
十
月
十
八
日
に
京
都
の
清
水
寺
で
写
さ
れ
た
も
の
の
写
し
で
あ
る

と
い
う 。
お
そ
ら
く

識
語
の
筆
者
は 、

耳
新
し
い
心
経
の
「
宋
音」
を
こ
の
新

写
の
玄
弊
訳
本
に
書
き
入
れ 、

そ
の
由
来
を
後
に
識
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

将
来
者
「
大
宋
国
福
州
商
密
林
適

*音般若心経

玄
弊
訳
心
経
に
付
さ
れ
た
「
宋
音」
を
本
邦
に
伝
え
た
「
大
宋
国
福
州
商
密

林
通」

と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う

か
。

「
大
宋
国
福
州」
ま
で
は
よ
い
と

し
て

、

問
題
は
「
商
密
林
通」
の
解
釈
で
あ
る 。

次
に
幾
通
り
か
の
解
釈
を
挙

げ 、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 。

大
宋
国
福
州
の
商
人 、

密
林
通

大
宋
国
福
州
の
人 、

商
密
林
通

ひ
そ

大
宋
国
福
州
の
商
人
が 、

密
か
に
林一
地
と

大
宋
国
福
州
の
商
密
(
地
名)

出
身
の
人 、

林一
地

1 2 3 4 

大
宋
国
福
州
の
「
商
客」
(
密
は
客
の
誤) 、

林
通

1
・
2
は
氏
名
を
「
密
・

林
通」 、
「
密
林
・

通」 、
「
商
密
・

林
通」
の
い
ず

れ
に
解
し
て
も 、

漢
民
族
本
来
の
姓
と
し
て
は
や
や
穏
当
を
欠
い
て
い
る 。

す

く
な
く
と
も
寒
外
民
族
の
仮
借
的
音
訳
の
姓
で
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
異
様
な

名
前
は
考
え
ら
れ
な
い 。

そ
の
点 、
3
・
4
・
5
の
よ
う
に
「
林
通」
と
い
う

人
物
を
予
想
す
る
こ
と
は 、
一

稿
建
路
に
林
姓
が
多
い
事
実
か
ら
見
て
も
妥
当
性

に
富
ん
で
い
る 。

た
だ 、

こ
の
う

ち
3
の
よ
う
に
訓
む
と 、

こ
の
個
所
の
前
文

に
あ
る
主
語
「
件
人」
(
済
厳)

が
浮
い
て
し
ま
う 。

当
然
「
大
宋
国
福
州
商

給
林
通」
全
体
が
一
人
の
人
物
の
説
明
で 、

そ
れ
が
上
記
の
主
語
「
件
人」
や

下
に
あ
る
述
語
「
相
会」
に
対
す
る
補
語
と
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い 。
3
の

解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 。

残
る
も
の
と
し
て
は
4
・
5
の
い
ず
れ

か
で
あ
る 。
「
商
密」
と
い
う

地
名
が
福
州
に
あ
る
か
ど
う
か 、

手
近
か
な
地

図
や
地
名
辞
典
の
類
に
は
生
憎
載
っ
て
い
な
レ 。

よ
く

似
た
「
高
密」
な
る
地

名
は
為
る
が 、

そ
れ
は
現
在
の
山
東
省
で 、

こ
の
点
に
関
す
る
限
り
4
は
不
明

存
疑
と
言
う
ほ
か
は
な
い 。

さ
て
5
の
よ
う
に 、
「
商
密」
を
「
商
客」

の
誤
写
と
仮
定
し
て
「
大
宋
国

福
州
商
客
林
通」
が
原
文
で
あ
る
と
す
る
時 、

そ
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
若
干

の
用
例
さ
え
存
す
る 。
わ
が
国
に
お
け
る
中
国
の
商
人
の
呼
称
と
し
て 、

上
に

国
名
や
出
身
地
を
冠
し 、
「
商
客」
と
称
し
た
こ
と
は 、

た
と
え
ば

O
唐一
房
行
履
録

巻
中

九

乞
入
唐
巡
礼
公
験
牒

江
州
延
暦
寺
僧
円
珍

為
ニ
巡
礼-
共
三
大
唐
商
客
王
題
字
延
孝
等一
ス
コ
彼
国一

状。

O
新
儀
式

大
唐
臨
客
事

5 
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太
宰
府
言
上
商
存
音
律
之
山 。

O
朝
野
群
故

五

太
福
州
商
各
港
懐
清 。

宰
府
言
上
大
宋
国
参
来
可
安
置
否
事 0

・

註
s j

O
後
朱
雀
天
皇一
(
東
宮
時)

手
跡

大
宋
国
汝
南
郡
商
客
良
史
字
窓
清
平
賓
客 、
一
見
如
旧
識 。

良
史
体
宍
頗
似

憲
清 、

平
賓
客
一附
称

註
6

0
燥
盛
光
仏
頂
大
威
徳
鈴
災
大
吉
祥
陀
羅
尼
経
(
扉)

寛
治
五
年
八
月
於
鴻
蹴
館
以
大
宋
商
客
季
属
簡
摸
本
或
比
校
之
即
右
墨
字
是

居
筒
本
耳

な
ど
の
用
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る 。

し
か
も
こ
の
呼
称
は
右
の
初
三
例
の

よ
う
な
公
文
書
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、

同
時
に
公
的
な
官
庁

用
語
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る 。
ま
た
最
後
に
挙
げ
た
資
料
の
ご
と
き
は 、

心

経
「
宋
音」
が
か
た
ら
れ
た
寛
治
七
年
よ
り
わ
ず
か
二
年
前
の
用
例
で
あ
る 。

従
っ
て
こ
の
識
語
も
「
大
宋
商
客
某」
と
い
う

来
朝
中
国
商
人
に
対
す
る
王
朝

以
来
の
公
称
の
型
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
見
て
さ
し
っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う 。

な
お 、

森
克
己
博
士
の
御
示
教
に
よ
れ
ば 、

来
朝
し
た
宋
国
の
商
人
で
林
姓

の
者
が
林
養
・

林
皐
の
二
名
も
判
明
し
て
お
り 、

こ
の
ほ
か 、

高
麗
に
渡
航
し

た
林
姓
の
宋
国
人
は
八
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
由
で
あ
る 。

き
す
れ
ば
心

経
「
宋
音」
の
将
来
者
「
大
宋
国
福
州
商
密
林
通」
は
「
大
宋
国
福
州
商
客
林

通」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は 、

ほ
ぽ
明
ら
か
で
あ
る
と
思
う 。

た
だ 、

こ
の
林

適
に
つ
い
て
の
こ
れ
以
上
の
事
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

。
『
中
国
人
名
大
辞
典
』

註
7

に
は
宋
国
人
林
通
が
載
っ
て
い
る
が
別
人
で 、

い
ま
に
わ
か
に
こ
れ
に
つ
い
て

調
べ
る
手
が
か
り
を
持
ち
為
わ
せ
て
い
な
い 。

四

伝
承
者
「
済
厳L

玄
弊
沢
心
経
に
付
さ
れ
た
「
宋
音」
を
宋
同
福
州
よ
り

来
朝
の
商
人
林
通
か

ー
ら
直
緩
伝
授
さ
れ
た
「
涜
厳」
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か 。

有
坂
本
で

は
多
式
峯
妙
楽
寺
の
住
僧
と
な
っ
て
レ
る
が 、

岸
部
本
で
は
夜
接
何
処
の
人
で

あ
る
と
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い

。

し
か
し
彼
済
厳
か
ら
多
武
峯
妙
楽
寺
の
住
僧

菜
が
こ
の
「
宋
音」
を
伝
え
受
け
た
と
あ
る
か
ら 、

や
は
り

伝
授
し
た
済
厳
も

多
武
峯
関
係
の
人
物
で
は
な
か
っ

た
か

。
こ
の
よ
う
な
想
定
の
も
と
に
多
武
峰

関
係
の
資
料
を
ひ
も
と
く
と 、

果
し
て
「
多
武
峯
略
記」
(
建
久
八
年
一
一
八

七
静
胤
撰)

巻
上
に
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
し
た 。

天
仁
元
戊
子
年
九
月
十
一
日 。

浄
土
院
諸
坊
井
院
内
堂
舎
少
々
焼
失 。

於エ
山
郷一
者
皆
悉
焼
失 。

其
時
長
者
知
足
院
摂
政
右
大
臣
忠
実 。

座
主
仁

源
僧
正 。

検
校
永
深 。

有
根
元
者 。

済
厳
大
法
師 。

平
等
院
経
蔵
建
立
之

後 。

勧l=
進
養
母
高
田
圧
近
辺
所
領
回
自国- 。

令レ
施t二
人
件
経
蔵一
翠 。

件
養
母
逝
去
之
抵 。

以コ
彼
施
入
国
之
作
手一

。

令レ
処
」-
分
養
子
済
厳
国

季
二
人
弁
舎
弟
高
助一
之
問 。

国
季
与ニ
高
助一 。

致=
相
論一
之
処 。

国
季

相
」一
語
済
厳
法
師一
為-一
方
人一

。
欲レ
苅lニ
取
件
地
作
物-
之
封 。
高
助
相
」一

語
興
福
寺
島寸
僧一 。

雇12
下
彼
寺
知
事
院
尊一

。

奪l=
取
件
作
物一
了 。

の

済
厳
大
憤 。

下
」一
造
(
下
イ)
僧
能
楽
法
師
、

凌!二
機
件
院
尊一
了 。
依レ

之
興
福
寺
衆
徒
蜂
起 。

可レ
焼
」一
払
多
武
峯-
由
下
知
了 。

即
三
粁
三
大
夫

守
延
為ニ
大
将一 。

自ニ
傘
山今一
打
入
令=
焼
失一

。

此
時
焼
失
堂
塔
者 。

食

堂 。

経
蔵 。

惣
社 。

大
温
室 。

多
宝
塔 。

濯
頂
堂 。

五
大
堂 。

浄
土
堂
等

也 。

自
余
堂
塔
不コ
焼
失- 。

委
注
文
在三
官
文
書
中-

。

講
堂
西
倉
雄-
夫

付-
。

軍
兵
退
散
之
後 。

寺
僧
等
念
出
消レ
之
撃 。

即
日
自レ
峯
以二
十
人
十

禅
師
、
触ニ
子
細
於
叡
山一

。
依
叡
山
訴l=
訟
件
守
延一

。
至=
子
々
孫
さ 。

一
代
不レ
可二
出
仕-
之
由
宣
下
了 。

依=
古
老
説一
記レ
之 。
(
第
九
炎
上
三

箇
度
第
二
度)
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ま
た 、

同
警
の
巻
下
に
は

平
等
院
経
蔵 。

本
瓦
葺
一
間
四
問 。

件
堂
者 、

大
法
師
済
厳
受二
白
河
院
勅
宣一
一F-
建
立一
也 。

安
」一
置
伝
大

士
像一

。

彩
色

。

長
二
尺
五
寸

。
(
水
図
註 、

伝
大
士
は
侍
大
士
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。)

多
楽
院 。

号=
勝
軍
堂→

。

件
堂
者 。

大
法
師
済
厳
為=
外
祖
父
莞
観
往
生
極
楽-
一F
ゐ足
立一
也 。

安
」一
置
勝
軍
地
蔵
像一

。
(
第
五
別
院)

と
記
さ
れ
て
い
た 。

こ
れ
ら
に
よ
る
と 、

済
厳
な
る
人
物
は
大
法
師
と
称
さ
れ
て
は
い
る
が 、

そ

の
行
状
よ
り

察
す
る
と 、

ひ
た
す
ら
止
観
三
昧
を
行
じ
仏
道
修
行
に
専
念
す
る

と
い
う
よ
う
な
学
僧
で
あ
る
よ
り
は 、

む
し
ろ
山
内
の
有
力
な
荒
法
師
的
存
在

で 、

そ
の
行
政
的
手
腕
を
も
っ
て
一
山
の
運
営
に
参
画
し 、

白
河
院
の
勅
宣
を

う
け
て
平
等
院
の
経
蔵
を
建
立
し
た
り 、

外
祖
父
莞
観
の
供
養
の
た
め
多
楽
院

を
建
て
た
り
し
て
お
り 、

ま
た
山
内
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ 、

そ
の
積
極

的
行
動
が
ひ
い
て
は
多
武
峰
に
戦
火
を
招
く
因
と
も
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る 。
こ
の
よ
う
な
ひ
と
と
な
り
の
済
厳
が
果
し
て
ど
の
程
度
内
学
に
思
い
を
潜

め
て
い
た
か
は
か
な
り

疑
わ
し
い
が 、

ま
た
そ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ 、

来
朝
の
中
国
商
人
か
ら
新
奇
な
議
論
音
を
承
け 、

ひ
と
に
伝
え
授
け
も

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

多
武
峯
妙
楽
寺
は
当
時
比
叡
山
に
属
し
て
い
た 。

天
台
に
は
か
の
有
名
な
声

註
8

明
が
あ
り 、

ま
た
法
整
犠
法
例
時
作
法
等
で
は
い
わ
ゆ
る
新
漢
音
に
よ
る
議
詞

が
行
わ
れ
て
い
て 、

こ
の
新
渡
来
の
「
宋
音」
に
異
常
な
関
心
を
持
っ
た
済
厳

も 、

林
通
か
ら
伝
受
記
請
す
る
聞
に
は
あ
る
い
は
従
来
の
新
漢
音
の
影
響
が
加

る
と
い
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
な
い
で
は
な
い

。

心
経
「
宋
音」
が
林
通
相
伝
の

宋音般若心経

ま
ま
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は 、

字
音
の
調
査
の
際
に
も
考
慮
が
払
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う 。

心
経
「
宋
音」
の
伝
来
に
関
す
る
識
語

か
ら 、

大
略
以
上
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

つ
レ
で
な
が
ら 、

心
経
の
「
宋
音
」
議
論
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
レ 。

天
台

や
真
言
で
も
こ
の
済
厳
承
伝
の
「
宋
音」
が
実
際
ど
れ
ほ
ど
行
わ
れ
た
か
詳
ら

か
で
な
い
し 、

次
章
で
触
れ
る
よ
う
に 、

こ
れ
は
臨
済
や
商目
洞
系
の
識
経
に
用

い
る
宋
音
と
も
か
な
り
異
質
の
も
の
で
あ
る 。

ま
た
黄
葉
や
曹
洞
心
越
派
で
用

ほU
9

い
る
唐
音
を
付
し
た
心
経
が
あ
る
が 、

こ
れ
は
明
ら
か
に
済
厳
所
伝
の
「
宋

音」
と
は
別
の
系
統
で
あ
る 。

結
局
済
厳
所
伝
の
心
経
「
宋
音」
は
た
だ一
種

の
珍
奇
な
知
識
と
し
て 、

玄
弊
訳
本
に
付
さ
れ
た
ま
ま
転
写
の
み
が
繰
り

返
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

五

玄
弊
訳
般
若
心
経
の
「
宋
音」

玄
弊
訳
心
経
の
仮
名
付
音
は
岸
部
本
に
四
二
例 、

有
坂
本
に
は
一
三
五
例
施

し
て
あ
る 。
い
ま
こ
れ
ら
を
本
邦
漢
字
青
史
の
面
か
ら
字
音
学
的
に
調
査
し 、

そ
の
特
色
を
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。

原
文
の
付
音
は
も
と
よ
り

漢
字

の
右
側
に
振
っ
て
あ
る
が 、

使
宜
上
括
弧
に
く
く
っ
た 。
〔

〕

が
岸
部
本 、

(
)

が
有
坂
本
の
そ
れ
で
あ
る 。

数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
す 。

A

宋立国
的
傾
向

臨
済
や
曹
洞
の
調
経
音
と
一
致
し
て
い
る
も
の 。

-

頭
子品目
(
声)

O
疑
母
は
ガ
行
音
で
現
れ
る 。

擬
(
カ
イ

2
)

眼
〔
カ
ム

1
〕
(
カ
ン

O
蟹
摂
関
口
二
等
は
直
音
化
し
て
い
る 。

界
(
カ
イ

1)

2 
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2

母
音
・

尾
子
音
(
韻)

O
止
摂
三
等
は
イ
韻
で
現
れ
る 。

提
〔
チ

・

1
〕
(
チ

是
〔
シ

2
〕
(
シ

至
〔
シ

1
〕
(
シ

耳
〔
シ

。

ー
〕
(
シ

O
止
摂
四
等
は
ウ
韻
で
現
れ
る 。

死
(
ス

2)

自
〔
ス
・
:
:

1〕
(
ス

時
(
ス

・

l)

子
(
ス
ウ

2)

た
だ
し 、

イ
韻
で
現
れ
る
も
の
が
一
例
あ
る 。

鼻
〔
ヒ

1〕
(
ヒ

l)

O
果
摂
は
オ
韻
で
現
れ
る 。

多
〔
卜

1
〕
(
卜・
:
:

4)

阿
(
ヲ

:

-)

詞
(
ヲ

:

-)

羅
〔
ロ

:

1〕
(
ロ

:

4)

波
〔
ヲ

:

2〕
(
門ア

4)

婆
(
門T

l)
「
ロノ」
は
「
ホ」
の
古
体 。

摩
〔
モ

1
〕
(
有
坂
本
本
文
に
な
し)

O
入
声
韻
尾
は
脱
落
の
傾
向
に
あ
る 。

触
(
ス

1)

怖
(
口ノ

1)

切
(
シ

:
:
'
l

y

亦
(
イ
:

ろ
う 。)

即
〔
シee
-

-
〕
(
シ

1)

識
〔
シ

1
〕
(
シ

3)

た
だ
し 、

次
の
よ
う
に
脱
落
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る 。

蜜
〔
ヒ
ツ
e
e
-
-

〕
(
ヒ
ツ・

2)

滅
(
メ
ツ
:・
一

2)

掲
(
ケ
ツ・

2)

日
(
ハ
ツ

1)

厄
〔
工
、・

1
〕
(
ヱ
キ

1)

法
〔
ハ
ム

1、
ハ
ウ

1
〕
(
ハ
ウ

2)

岸
部
本
の
「
ム
」
は
「
ウ」
の
誤
写
か
も
し
れ
な
い

。

得
(
ト
ク
:

・
1)

色
〔
せ
キ

1、

せ
\

l
〕
(
セ
キ

3)

「
\
」
は
「
キ」
の
古
体 。

O
梗
摂
は
ン
で
現
れ
る
が 、

同
様
で
あ
る
は
ず
の
通
摂一
等
・
曽
摂
は 、

こ
の
現
象
が
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
る 。

梗

摂
明
(
ミ
ン

党
(
キ
ム

浄
(
シ
ム

経
〔
キ
ム

士
戸
〔
シ
ム

通
摂一
等

安
〔
コ
ウ

1 1 5 3  1 

3、

二
例
「
ク」
と
あ
る
が
「
イ」
の
誤
写
で
あ
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1
〕
(
キ
ン

1
〕
(
シ
ム

1 1 

2〕
(
ク
ウ

コ
ウ

2 
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宋音般若心経

3 

臨
済
や
曹
洞
の
識
経
に
用
い
る
宋
音
も
黄
葉
や
曹
洞
心
越
派
の
そ

れ
で
あ
る
唐
音
も 、
と
も
に
「
ク
ン」
「
コ
ン
」
と
な
っ
て
い
る 。

「
コ
ウ」
は
新
漢
音
と
お
な
じ
で
あ
る 。

夢・
(
ロノ
ウ

1、
「
ロ
ウ」
と
あ
る
が
「
ヂ
ウ」

の
誤
写
で
あ

ろ
う 。)

宋
音
も
唐
音
も
「
ム
」
「
ム
ン
」
で
あ
る 。

曽

摂
能
(
ノ
ウ
一
:
・
1)

宋
音
も
唐
音
も
「
ネ
ン」
で
あ
る 。
「
ノ
ウ」

は
新
漢
音
と
お
な

じ 。
僧
(
シ
・

・

1)

宋
音
「
ス
ヌ」
「
ス
ン」 、

唐
音
「
セ
ン」
「
ス
エ
ン
」

と
い
ず
れ

も
接
音
化
し
て
い
る 。
「
シ」
は
新
漢
音
に
お
な
じ
い 。

櫓
(
セ
ウ

:

1)

宋
音
「
ズ
ン」 、

唐
音
「
ツ
エ
ン
」
「
ゼ
ン」
と
レ
ず
れ
も
援立固
化

し
て
い
る 。
「
セ
ウ」
は
新
漢
音
「
ソ
ウ」
に
近
い 。

等
(
テ
ン

・
・
1)

こ
れ
だ
け
は
す
で
に
援
音
化
し
て
い
る 。

O
宕
摂
は
ウ
韻
で
現
れ
る 。

想
〔
シ
ャ
ウ

1〕
(
シ
ャ
ウ
・

3)

香
〔
キ
ャ
ウ

1〕
(
キ
ャ
ウ

1)

度
(
ツ
e

・
1)

そ
の
他 、

宋
音
と
お
な
じ
付
音
の
も
の 。

所
(
ス

l)

世
(
シ

1)

B 

老
(
ロ

非
宋品目
的
傾
向

新
漢
音
と
お
な
じ
付
音
の
も
の 。

O
頭
子
音
清
濁品目
は
濁
音
化
し
て
い
る 。

味
〔
ヒ
e・e・
-

-〕
(
ヒ

宋
音
「
ミ」 、

唐
音
「
ウ
イ」 。

乃
〔
タ
イ

1〕
(
タ
イ
F
ee--
1)

宋
音・
唐
音
「
ナ
イ」 。

蜜
〔
ヒ
ツ

1〕
(
ヒ
ツ

:
2)

宋
音
・

唐
音
「、、、」 。

O
入
声
韻
尾
で
脱
落
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る 。

用
例
は
A
2
入
声
韻
尾
脱
落
の
項
参
照 。

未
脱
落
の
用
例
数
は
岸
部
本
〔
6〕

有
坂
本
(
比) 。

脱
落
し
て
い
る
数
は
〔
2〕
(
叩) 。

O
通
摂一
等
は
按且目
化
し
て
い
な
い 。

用
例
前
掲 。
〔
2〕
(
5)
。

O
曽
摂
は
四
例
の
う
ち
三
例
は
援
音
化
し
て
い
な
い 。
来
援
音
化
三
例
中

二
例
が
新
漢
音
と
お
な
じ
く 、

一
例
は
新
漢
音
の
近
似
音
で
あ
る 。

用
例
前
掲 。

新
漢
音
に
近
い
付
音
が
見
ら
れ
る 。

行
〔
ア
イ

2、

た
だ
し
そ
の
一
例
は
「
ア」
脱 。
「
ア」
も

あ
る
い
は
「
カ」
の
誤
写
か〕
(
カ
イe
:
・
2)

新
漢
音'「
カ
ウ」
「
ケ
イ」 、

宋
音
「
ア
ム
」
「
ア
ン」 、

唐
音
「
へ

ン
」 。

増
(
セ
ウ
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前
掲 。

新
漢
音
「
ソ
ウ」
に
近
い 。

宋
音
「
ズ
ン」 、

岩品目
「
ツ

エ
ン
」
「
ゼ
ン」 。

魚
韻
三
・

四
等
は
ウ
韻
が
多
い 。
宋
音
で
は
イ
韻
で
現
れ
る
の
が
原
則

で
あ
る 。諸

(
ス
ウ

l 、
ス
ee
e-

-)

新
漢
音
「
シ
ヨ
」 、

宋
音
「
シ」 、

唐
音
「
チ
ユ
」
「
チ」
「
チ
エ
」 。

虚
(
ク

1)

新
漢点目
「
キ
ヨ
」 、

宋
音
「
ヒ

」
「
キ」 、

唐
音
「
ヒ
イ」 。

如
(
ス
ウ

1)

新
漢
音
「
ジ
ヨ
」 、

宋
音
「
ジ」 、

唐
音
「
ヂ」
「
fq」 。

た
だ
し 、

次
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る 。
こ
れ
は
新
漢
音
に
お
な
じ
い 。

除
(
チ
ヨ

1)

宋
音
「
ヂ」 、

唐
音
「
チ
ユ
」
「
チ」 。

4

そ
の
他 、

宋
音
と
こ
と
な
る
も
の 。

O
日
母
の
頭
子
音
は
宋
音
で
は
ザ
行
音
に
現
れ
る
が 、

頭
子
音
消
失
と
回心

わ
れ
る
も
の
が
あ
る 。

若
〔
ヤ
-

一

1〕
(
ヤ
e

2)

新
漢
音
「
ジ
ャ
ク」 、

宋
音
「
ジ
ャ

」 、

唐
音
「
ゼ
」 。

O
宋
音
で
は
頭
子
音
が
消
失
し
て
い
る
も
の
で 、
ま
だ
残
存
し
て
い
る
も

の
が
あ
る 。

五
(
ク

l)

新
漢
音
「
ゴ
」 、

宋
音・
唐墨田
「
ウ」 。

3 

ー
，、

結

語

寛
治
七
年
(一
O
九
三)
四
月
以
前 、

来
朝
宋
国
商
人
林
通
よ
り
多
武
峰
妙

楽
寺
の
済
厳
に
伝
授
さ
れ
た
と
い
う

般
若
心
経
「
宋
音」
は 、

概
括
的
に
は
い

わ
ゆ
る
南
方
系
の
宋
音
と
共
通
し
た
字
音
が
多
い
が 、
一
方
に
お
レ
て
一
時
代

前
に
伝
わ
っ
た
北
方
系
の
新
漢
音
的
特
色
が
か
な
り

認
め
ら
れ 、

あ
た
か
も
過

渡
的
性
絡
を
思
わ
せ
る 。
こ
の
心
経
「
宋
音」
は
伝
来
の
当
初
か
ら
こ
の
よ
う

な
二
重
性
を
具
え
て
い
た
の
か 、

そ
れ
と
も
伝
承
の
際
に
既
に
本
邦
で
行
わ
れ

て
い
た
新
漢
音
が
混
入
し
た
の
か 、
に
わ
か
に
解
明
し
が
た
い
事
で
あ
る 。

前
述
の
よ
う

に 、

多
武
峰
は
天
台
教
学
の
勢
力
下
に
属
す
る
蘭
若
で
あ
っ

た 。
き
れ
ば
伝
承
時
に
於
け
る
新
漢
音
の
混
入
も
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ

る 。
一
方
ま
た
伝
来
の
当
初
か
ら
そ
な
わ
っ
て
い
た
特
色
と
し
て
も 、
そ
れ
は

中
国
の
何
時
頃
の
い
ず
れ
の
地
方
の
方一
吉
音
の
反
映
で
あ
る
の
か 、

ま
た
将
来

者
林
通
の
個
人
性
も
加
っ
て
い
る
の
か 、

そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
と
も

ど
も
に
混
っ
て
い
る
の
か
等
々 、

本
格
的
な
研
究
は
む
し
ろ
今
後
に
残
さ
れ
て

い
る 。
ま
た 、

右
の
字
音
の
整
理
で
軽
く
見
過
ご
し
た
り
見
落
し
て
い
た
現
象

に
こ
そ 、

意
外
に
深
い
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う 。
こ

の
こ
と
は
心
経
と
い
う

資
料
か
ら
必
然
的
に
お
こ
る
用
例
の
僅
少
性
に
よ
っ

て 、
い
よ
い
よ
研
究
を
困
難
に
し
て
い
る 。

け
れ
ど
も 、
こ
の
よ
う
な
二
重
性
を
帯
び
た
「
古
い
宋
音」
が 、

た
と
え
知

識
音
に
と
ど
ま
っ
た
に
せ
よ 、

中
世
以
来
本
邦
に
書
写
伝
承
さ
れ
て
き
た
事
実

は 、

わ
が
国
の
漢
字
音
史
の
上
で
一
つ
の
興
味
あ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
思
わ

れ
る 。

100 
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1

本
邦
の
漢
字
音
を
便
宜
上
五
種
類
に
分
け 、

称
を
用
い
た 。

a
呉
音

説
明
省
略

b
漢
音

説
明
省
略

そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
な
呼



宋音般若心経

C
新
漢

音

唐
末
五
代
の
西
北
方
言
で
慈
覚
大
師
円
仁
の
将
来
と
い
う 。
天

台
識

経
に
用
い
る 。

d
宋

音

宋
元
初
の
江
南
斯
江
地
方
を
中

心
と
し
た
方
言
で 、
平
安
末
鎌
倉

時
代
に
入
宋
来
朝
し
た
臨
済・
曹
洞
系
の
僧
侶
や
商
人
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た 。
従
っ
て
黄
臨時
お
よ
び
曹
洞

心
越
派
を
除
く

禅
宗
の-識

経
音

に

窺
え
る 。

e
唐

音

明
末
清
初
頃
の
南
京
官
話
お
よ
び
呉
語・
斯
江
杭
州
語・
福
建
語

が
含
ま
れ
る 。
明
末
南
京{呂
話
は
後
光
明
天
皇
の
承
応
三
年
(一
六
五

四)
に
来
朝
し
た
黄臨時
宗
祖
隠
元
禅
師
に
よ
り 、
ま
た
清
朝
斯
江
杭
州

語
に
南
京
官
話
を
混
え
た

音
は
長
崎
の
支
那
通
事・
訳
官
ら
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た 。
江
戸
時
代
に
は一
種
の
流
行
の
綴
を
呈
し 、
黄
奨
関

係
以
外
に
も
唐

音
の
文
献
は
多
く

存
し
て
い
る 。

と
こ
ろ
が
従
来
は
d
ま
た
は
e
を
呼
ぶ
際
に
も 、
こ
の
両
者
を
包
轄
し
た

近
品川一

音
を
呼
ぶ
際
に
も
「
宋

音」
と
も
「
唐

音」
と
も
称
さ
れ 、
し
か
も
そ

の
場
合
厳
密
に
内
容
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く 、
き
わ
め
て
常
識
的
情
性
的
に

使
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た 。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
名
称
に
は
そ
れ
ぞ
れ
広
狭
二

義
が
あ
り 、
狭
義
の
場
合
に
も一
体
そ
れ
が
d
e
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か 、

使
用
者
に
よ
っ
て一
定
せ
ず
暖
妹
で
あ
っ
た 。
本
稿
で
は
右
の
よ
う
な
意
味

に
こ
れ
ら
の
呼
称
を
用
い
た 。
た
だ
し 、
本
邦
漢
字

音
の
分
類
お
よ
び
名
称

に
つ
い
て
は 、
こ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
も
と
よ
り

検
討
の
要
は
あ
る
と
恩

九J 。
2

大
正
新
修
大
蔵

経
に
は 、
一

後
秦
鳩
摩
羅
什
訳 、
二

唐
玄
英
訳 、
三

唐
法
月
重
訳 、
四

唐
般
若・
利
言
等
共
訳 、
五

唐
智
祭
輪
訳 、
六

唐

法
成
訳(
敦
燈
石
室
本) 、
七

唐
党
翻
対
字

音
心
経(
教
燈
出) 、
八

北
宋

施
護
訳
の
八
穫
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が 、
更
に
こ
の
他
に
義
浄
訳
や
菩
提
流

志
訳
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る 。
と
の
う
ち
敦
燈
本
な
ど
は
先
学
竜
象
の

自
に
触
れ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
が 、
他
の
諸
本
(
六
本
な
い
し
七
本)
に
焚

本
を
も
併
せ
た
異
訳

心
経

と
称
す
る一
種
の
校
異
本
が
生
れ
た
こ
と
は 、

心

経
研
究
ま
た
は
信
仰
の
当
然
の
帰
趨
と
い
え
よ
う 。

3

問
中
塊
堂
氏
著
『
日
本
写

経
綜
墜』

4

有
坂
本
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る 。

御
本
云

建
治
三
年
七
月
八
於
小
田
原
中
正
院
書
之
頼
添

寛
永
十
二
年
五
月
廿一
日
於
高
野
山
西
院
善
性
院
以
頼
議
自
筆
御
本
書

之
玄
雅
乗
窓
房

享
保
第
七
突
寅
十一
月
廿
四
日
於
南
谷
宝
性
院
輪
下
書
之

仏
化
子
妙
瑞

寛
保
元
年
辛
酉
冬
十
二
月
廿
日
以
寂
明
子
本
写
子

洛
陽
城
三
条
堺
街

繰
后
畢

琶
漠
嬰
君
猷

但
念
拝

中
野
重
孝
氏
所
蔵
手
鑑
(
森
克
己
博
士
著
『
日
宋
貿
易
の
研
究』
所
引)

吉
沢
義
則
博
士
編
『
点
本
書
目』

林
通

園
出品
川
人 。
{子
達
夫 。
仁
宗
時
為
御
史 。
棄
宮
帰 。
素
工
詩 。

隠
豹
山 。
巴
人
名
其
山
日
隠
山 。
巌
日
潜
徳 0

8

飯
田
利
行
博
士
著
『
臼
本
に
残
存
せ
る
中
国
近
世

音
の
研
究』
そ
の
他
藤

堂
明
保
教
授
の
著
書
な
ど 。

9

『
禅
林
課
諦』
所
収 。
た
だ
し
寛
文
二
年
回
原
仁
左
衛
門
版
と
其
中
堂
版

と
で
は 、
付

音
に

若
干
の
相
違
が
あ
る 。
な
お
わ
た
く
し
は
武
田
村
径
(
鴻

池
家
の
番
頭・
淡
々
系
俳
人
正
徳一冗
年一
七一
一
|

天
明
二
年一
七
八
二)

旧
蔵
の
唐

音
般
若
心
経
写
本
を一
見
し
た 。

一
九
五
九・
六

大
谷
大
学
国
文
学
会
で
発
表

一
九
六一
・

七

成
稿||

大
阪
府
立
桜
塚
高
校
教
諭

ーーー
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